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熱中症による 死亡災害発生状況 ( 平成 1 4 年分 ) について 

標記について 別添のとおり 取りまとめたので、 平成 8 年 5 月 2 1 日付け 基 登第 3 29 号「 熱 

申 症の予防について」の 記に示された 事項と併せて 周知登底を図る 等により、 熱中症の予防 対 

策の徹底に努められたい。 

  

 
 

 
 

 
 

 
 



別添 

熱中症による 死亡災害発生状況 

ェ 熱中症による 死亡者数の推移 ( 平成 4 ～ 14 年分 ) 

過去 1 1 年間の熱中症による 死亡者数の推移を 見ると、 

の死亡が把握されたが、 その後は 1 0 名前後で推移した。 
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熱中症による 死亡災害発生件数の 推移 ( 平成 4 ～ 14 年分 ) 

発生件数 l l 午 ( 平成 )  @  4 年 @  5 年   @  6 年 20@  @  7 年 24@  l 8 年   @  9 年 15@  @  10 年 l0@  @  11 年 20l  @  12 年 18@  @  13 年 24@  @  14 年 22 
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2  月 別 被災状況 ( 平成 1 2 ～ 1 4 年分 ) 

戸 別の被災状況をみると、 例年 7 月および 8 月に集中している。 

7 月、 8 月以外の月においても、 労働負荷によって 体内の筋肉から 大量の熱を発生するような 状 

態となる場合や 脱水などの影響によっては、 発生する例もみられる。 

月 加被災状況 ( 平成 12 ～ 14 年分 ) 
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もみられる。 

時間帯別被災状況 ( 平成 12 ～ 14 年分 ) 
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5  業種別被災状況 ( 平成 12 ～ 14 年分 ) 

業種別の被災状況をみると、 建設業が圧倒的に 多い。 炎天下での屋外作業に 起因するものであ 

り 、 これは他の業種についても、 多くの場合同様であ る。 

業種別被災状況 ( 平成 12 ～ ¥A 年分 ) 
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6  作業日数加被災状況 ( 平成 1 2 ～ 1 A 年分 ) 

作業日数別の 被災状況をみると、 作業開始から 数日の間での 発生がほとんどであ る。 とくに 作 

業 開始初日に多発している。 炎天下での作業では、 作業開始双の 安全衛生教育、 体調の確認及び 

作業開始後各日の 予防対策の実施状況を 確認することが 不可欠であ る。 

作業日数 別 被災状況 ( 平成 12 ～ 14 年分 ) 
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以降 

7  その他 

(1) 熱中症の症状が 出ているにもかかわらず、 一人作業であ ったために発見が 遅れ、 症状が悪化 

してはじめて 周囲の作業者が 気付き、 病院に搬送するという 例が少なからずみられる。 炎天下 

等で作業を行うにあ たっては、 あ らかじめ作業者全員に 労働安全衛生に 関する知識を 付与する 

とともに、 作業中に巡視等で 作業者の健康状態確認を 行 う ことが熱中症の 予防・早期発見には 

極めて重要であ る。 

  (2) 熱中症の発生については、 高温環境下での 作業の危険性について 認識のないまま、 炎天下等 

での長時間作業等が 行われていることにその 原因があ る。 

作業当日の天気予報等により、 気温、 湿度等の上昇が 予想、 される場合は、 日陰などの涼しい 

場所における 休憩時間を頻繁にとる 作業計画とするなど、 作業者の健康に 十分に配慮した 作業 

を行 う ことが重要であ る。 

(3) 水分補給用に 水やお茶、 清涼飲料水が 準備されている 例もあ るが、 それらにより 水分補給 

な 行っていても 塩分の補給がない 場合に被災している 例があ ることから、 塩 あ るいは塩分を 

含んだ飲料等により、 水分補給とともに 塩分の補給を 必 、 ず 行 う ことが必要であ る。 

(4) 症状が軽いときに、 医師による治療を 受けさせることなく 休憩、 させていたところ、 急に症状 



が 悪化して手遅れになる 例が多い。 熱中症の症状が 見られた場合は、 たとえ症状が 軽いと思わ 

れる場合であ っても、 直ちに医師に 受診させることが 必要であ る。 

(5) 高温環境下での 作業に慣れていなかったと 思われる作業者の 被災がみられることから、 特に 

このような作業者については 巡視等で作業中の 様子に十分に 気を配ることが 必要であ る。 

(6) 被災当日以前に 体調を崩していた 作業者の被災がみられることから、 特にこのような 者に 

ついてほ作業当日の 健康状態を十分に 把握した上で 作業を行わせることが 重要であ る。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



平成 14 年熱中症死亡災害発生状況 

発 生 状 況 発生原因   

1  7.4  東京 清掃・ 畜業 と 32.2 42 
となり、 病院に搬送された。 7 月 3 1 日に死亡した。   

その他の 2 4  愛知 土木工事 33 
業 
  

されたが、 既に死亡していた。 

鉄骨・ 鉄 
筋 コンク   

3  7.5  長野 リート 造 30 ・ 3  49  51 ③労働衛生教育 ( 熱中症 ) が下 + 分 
家屋建築 ④応急処置が 不十分 
工事業 

4  7.8  埼玉   

死亡した。 

その他の Ⅱ 9  干葉 金属製造 34.8 37 
埋木 

冒字貨蕃署彊 - 。 肇衰實毒覧峯窩警薯貫實薯蕃事苓宰ニ 覆奏 菟窒暑賃妻 ①高温環境下での 慣れない作業 
が 同日午後 7 時ごろ死亡した。 

Ⅱ 22  香川 港湾海岸 工事業 32. 1 27 
スーツを脱いで となった。 病院に搬送され、 着替えていたと 6 日後の 7 月 28 日に死亡した。   

その他の 
7  7.25  新潟 建設業 一 36.3 55  た 。 7 月 27 日午前 0 時 50 分に死亡した。   

その他 

一一一一 " 一 。 " " 一一 一 """" " 。   "" 一 - 。 。 " 一 。 """" 一一。 。 " 一       "        "" 一 "" 。   一一。 " 一 。   "      "   一     。 "" 一     '"" 一 "" 一     --   "     @@   一一一     一             @@                        @          @@@     @@               @@-@@@@         一       @@ 

                                                                                                                                                                                              " 一一 " 一                     



平成 14 年熱中症死亡災害発生状況 

気温湿度年齢 相対 発生日府県業種 都道 (c@  (0/0) 発 生 状 況 発生原因 

橋梁建設 33 。 C 
彊 ㌍室温㌣ 翠稜雷寒費竃貨雰累黛マ 彊ぢ蕎 抗言㌍高品質 姦超皆荒億累 ①高温環境下での ②作業環境管理が 作業 不適切 ( 温度計な 

8  7.28  愛知 65  36  翌日死亡した。 し ) 
工事業 以上 ③健康管理が 不適切 ( 作業中の健康 

状態等確認はれず ) 

9  7.30  三重工事業 橋梁建設 34 45 29 
頃 に死亡した。   

④応急処置が 不十分 

10  7.31  三重工事業 電気通信 36.7  61  46  死亡した。   
保されず ) 

④健康状態把握されず 

その他の 

業 
た 。 病院に搬送したが 午後 4 時頃 に死亡した。   

その他の 河川堤防の除草工事で 午前中より刈 り払い機で作業していた。 午後 2 ①高温屋外での 作業 

12  8.1  茨城 土木工事 34.4  61  63 時 3 0 分頃 に倒れ、 同日搬送先の 病院で死亡した。 

業   

13  8.6  千葉取扱業 港湾貨物 34. 3 30  急変したので 病院へ搬送された。 午後 3 時頃 死亡した。 

  



    14 年熱中症 

発生日 都道 甜遺 
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その他の 34.9 

建築工事程度であ 業 作業現場は 推測される ったと 37 。 C 

    

年齢 発 生 状 況 発生原因 

  校舎改造工事現場において、 トラックから 足場用部材を 下ろす作業を①高温環境下での 日 よけのない作業 
行っていた。 午後 1 1 時 30 分頃 、 体調不良を訴えて 休憩所で休養し②作業環境管理が 不適切 ( 休憩所 ) 
ていたが、 体調が回復したため、 午後 3 時 3 0 分 頃 から作業を再開し③応急処置が 不適切 

38  ていた。 午後 4 時頃 、 体調の不良を 訴えたため、 病院に搬送したが 午 
後 6 時 4 0 分頃 に死亡した。 

ゴミ焼却場のボイラ 一水管、 集塵装置の内部清掃を 午前中から行って①高温環境下での 作業 
いた。 午後の作業中に 体調不良を訴えて 休憩所で休んでいたが、 その②健康状態把握されず 

41  後顔面蒼白となったため 病院に搬送したが、 死亡した。 ③労働衛生教育 ( 熱中症 ) が不十分 
④応急処置が 不十分 

マンション建築現場において、 午前 8 時から午後 3 時頃 まで屋上で型①炎天下での 日 よけのない作業 
枠 設置作業を行った 後、 4 階天井スラブのダメ 穴 ふさぎのための 型枠②健康診断再検査受けず 

のが発見されたが、 すでに死亡していた。 46  設置を行っていた。 午後 6 時過ぎに壁により 掛かるよ引こ 倒れている③健康管理が ④労働衛生教育 不適切 ( 熱中症 ( 単独作業 ) が不十分 ) 

住宅の防音工事を 行っていた。 住宅まわり清掃及び 2 階 窓 サッシの 取 ①高温環境下での 久しぶりの作業 
付の作業を終え、 午後 4 時 30 分頃 、 片付け作業に 取りかかろうとし②健康状態把握されず 

業   
死亡した。 

駐車場の整備工事で、 午前 8 時 3 0 分頃 よりブロックの 敷き詰め作業①炎天下での 屋外の作業   
を行っていた。 作業終了直後の 午後 5 時 3 (H 今頃 、 歩行中に足がもつ②健康状態 拙 されず 

駐車場整 備業 30.4 18  れて歩けなくなり、 なくなったため、 病院に搬送され その場に倒れ、 入院したが 舌がもつれる 10 状態となって 月 1 日に死亡した。 意識が③健康管理が 給指導十分にされず 不十分 ( 吸水、 ) 塩分 補 

④労働衛生教育 ( 熱中症 ) が不十分 

産業廃棄物処理会社で 労働者 4 名で休日出勤し、 焼却炉の補修工事をの 高温環境下での 作業 
31.4 。 C 行っていた。 当日の早朝まで 焼却が行われていたため、 炉の火を落と②作業環境管理 ( 休憩所 ) が不十分 

し 、 午前 7 時頃 から灰に水をかけて 炉を冷やし、 午前 1 0 時から作業③定期健康診断の 未実施 

物処分業産業廃棄 ただし炉の周辺 は高温であ (49,7%) った 30  に取りかかった。 休憩を挟んだ 午後 2 時頃 、 被災者の気分が 悪くなり 
と 思われる ，休憩所で休んでいたが、 午後 4 時頃 に自ら救急車を 呼ぶよさに頼んで 

病院に搬送されるが、 当日午後 1 1 時頃 に死亡した。 

  



平成   

  

20 
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22 

  

リ年 熱中症死亡災害発生状況 
相対 
湿度 

発生日府県業種 都道 気温 ( 。 c) (%) 

8.27  静岡工事業 橋梁建設 32 52 

木造家屋 
8.29  福島 建築工事 27.5  76 

業 

工作物の 
解体、 移 

8.31  沖縄 動 、 取り 31.5  79 
外し、 撤 
去事業 

年齢 
  

59 

  

24 

37 

発 生 状 況 発生原因 

道路橋上部 E 事において、 支保工組立作業に 従事していた。 昼前に体①炎天下での 日 よけのな い 不慣れた 

調 を目撃されているが、 不良を訴えて 日陰で休み、 路上で倒れているのを そのまま現場を 早退して宿舎に 後から帰ってきた 帰る様子作業 同僚ら②作業環境管理が 不適切 ( 塩分不備 ) 
に 発見された。 病院に搬送されたが 死亡した。 ③健康状態把握されず 

④労働衛生教育 ( 熱中症 ) が不十分 
⑤応急処置が 不十分 

  

  倒れて意識を 失った・。 9 月 2 日に死亡した。 

  
③健康状態把握されず 
④労働衛生教育 ( 熱中症 ) が不十分 

  


